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中国地名のルビについて

　本書では，中国の地名について，読みが難解と思われるものについてルビを振った。
そのうち，比較的通用している日本語読みがあると考えられるものについてはひらがな
のルビを，あまり通用していないと考えられるもの，英語文献に依拠するもの，あるい
は日本語の漢字に置き換えられず中国語の漢字をそのまま使用したものについては中国
語の発音表記（ピンイン）をカタカナでルビを振った。なお，国際河川などで別名があ
るものについては，ルビではなく，かっこ内にカタカナで併記した。
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